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1. はじめに  

高度情報化社会で取扱われるデータ量は

年々増加する傾向にある。これらの大量なデ

ータを高速に処理するためには並列型コンピ

ュータシステムの開発が必要となってきた。

その中でもシステム構築が容易にできるPC
クラスタの開発が進められている1)。 

本論文では、8台のPCを用いたベオウルフ
型クラスタを構築し、その構築の際に必要と

なるNFS (Network File System)2)  や NIS 
(Network Information Service)3) などにつ

いても言及する。 

 

2. NFS2) 

UNIXシステムで利用されるファイル共有
システムである。Sun Microsystems社によっ
て開発され、UNIX系OSにおける標準的な分
散ファイルシステムとなっている。 

NFSを使うと離れた場所にあるコンピュ
ータのファイルを、あたかも自分のコンピュ

ータにあるファイルのように操作することが

できる。ファイルを他のコンピュータに提供

するコンピュータをNFSサーバ、他のコンピ
ュータにあるファイルを利用するコンピュー

タをNFSクライアントという。UNIX以外の
プラットフォームからも利用することができ

る。 

 
3. NIS3) 

Sun Microsystems社が開発した、ネットワ
ーク上の複数のUNIXコンピュータ間でユー
ザー情報を共有するシステムである。 

NISを使うことで、サーバからネットワー
ク上のマシンにユーザー情報（パスワードや

ユーザーID など）を提供でき、ユーザーの

 一元管理ができる。NFSを使う時には必要な
サービスとなる。 

 

4. PCクラスタの構築 
ここでは、実際に構築したネットワーク内

のPCクラスタの環境について概説する。ま
ず、構築する際のOSとしては、全て、Fedora 
Core1(LINUX)を採用し、8台のPCで構成し
ている。構築したPCクラスタの実物写真を図
1に、そのシステム構成を図2に示す。 

 

 
図1 PCクラスタの実物写真 
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図2 PCクラスタシステム構成図 
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4-1. PCクラスタ 
PCクラスタ（clusterの意味はブドウの房）
とは、ネットワークに単一で稼動するコンピ

ュータの集まりが接続された状態で、一つの

計算資源として使用可能な並列もしくは分散

システムである。その際にNFSサーバを設定
し、クラスタ内でネットワーク情報を共有す

るためのデータ管理としてNISの設定も行
う。また、MPIの設定も必要となる。 
これらのサービスを設定する事によって、

PCクラスタとして、並列処理を行う事ができ
る。なお、PCクラスタの型・構造は、Beowulf
型(ベオウルフ)・スクリーンドホスト構造を

採用している。 

 
4-2. ベオウルフ型 

ベオウルフ型とは特定のシステムを表した

ものではなく、市販コンピュータ＋ネットワ

ーク＋TCP/IP通信＋フリーソフトウェアで
構築されたクラスタシステムのことである。

OSはLINUX、並列処理プログラミング環境
はMPICHやLAM(Local Area Multicomput- 
er)などで構成されている。 
 
4-3. スクリーンドホスト構造 

この構造は、1台のルータによりパケットの

フィルタリングを行い、内部ネットワークの

サーバのみを外部に公開する方法であるが、

本研究ではサーバを公開させていない。 

 

4-4. Floppyルータ4) 
 ファイアウォール機能が有り、1枚のフロッ

ピーだけで起動ができるルータである。次の

特徴と欠点を持っている。 

・特徴 

(1)メモリ上で動作するためハードディスク

は必要ない。 

(2)インストールや設定が簡単である。 

(3)不意に電源が切れても支障はない。 

・欠点 

情報（例えば、DHCPを設定した場合のIPア
ドレス情報）はメモリ上に保存されるため、

ルータの再起動時でそれらの情報は失われ

る。 

 

5. 使用機器 

 8台のPCクラスタを構築する際に使用した
機器は以下のとおりである。 

(1)Floppyルータ 
(2)16ポートスイッチングHUB 
(3)8CPU切り替え機 

PC8台を、ディスプレイ・マウス・キーボ
ードをそれぞれ一つで操作するために 

 

 必要である。 

(4)8台のPC 
PCの性能を表1に示す。 
 

表1 PCの性能 
 

 COMPAQ 
（6台） 

カスタマイズ

PC（2台） 
OS 
kernel 

Fedora Core 1 
2.4.22 

Fedora Core 1 
2.4.22 

CPU PentiumⅢ
（600MHz） 

Celeron
（2.4GHz） 

メモリ 256MB 256MB 
HDD 6GB 40GB 

 
6. 並列計算ライブラリ 

並列計算を行うに当たって、各CPUには一
つのプロセスが起動される。並列計算はデー

タや仕事をCPUの数で分割して計算するわ
けだから、それぞれのCPUで動いているプロ
セスに相互関係がある。そこで各プロセス間

でデータの交換を行う。あるプロセスのメモ

リ空間から別のプロセスのメモリ空間へのデ

ータ転送のことをメッセージ・パッシングと

言い、PCクラスタではこれを用いて計算を行
う。 

この通信の仕組みに、通常は、メッセージ

パッシング・ライブラリと呼ばれる予め用意

されたライブラリを使用する。これが並列計

算ライブラリである。 

メッセージパッシング・ライブラリとして

PVM(Parallel Virtual Machine)とMPI 
(Message Passing Interface)の二つが代表的
であるが、本研究ではMPIを採用した。 
 

7. おわりに 

NFSやNISなどの機能を利用し、8台のPC
によるクラスタシステムを構築してきた。そ

の際、外部ネットワークとのフィルタリング

にはファイアウォール機能などを有している

Floppyルータ(floppyfw)を採用した。 
その2では構築したPCクラスタの計算能力
を検証している。 
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